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事業概要

1. 目的
燃料電池セルの搬送・積層を超高速化する基本機構の開発

2. 期間
フェーズB：2024/4 ～ 2026/3（フェーズC：2026/4 ～ 2028/3）

3. 目標
100セル以上をタクトタイム２秒以内で搬送・積層できる機構を開発する

（フェーズC:300セル以上をタクトタイム0.5秒で連続搬送・積層する）

4. 成果・進捗概要
25年3月時点で100セル以上をタクトタイム1秒にて連続搬送・積層を達成

現在、フェーズCの目標達成に向けてスケールアップとタクトアップに取組み中
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研究開発体制
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【助成先】
ムツミ工業株式会社

【共同研究先】
あいち産業科学技術総合センター

【委員会】
産業技術総合研究所中部センター
燃料電池メーカーA社
燃料電池メーカーB社

積層したスタックの評価

• 研究開発に関するアドバイス
• ニーズの提供



会社概要
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紗也子



事業内容
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世界の製造現場に驚きと安心を届ける

プレス金型の設計・製造自動化・省人化の提案産業合理化事業 金型事業

～工法開発・試作から工程設計・量産後のアフターフォローまで一貫して対応～



開発の経緯
超高速燃料電池セル積層装置の開発について
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燃料電池生産技術における課題
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NEDOロードマップ要求事項： タクトタイム1/2以下、加工費70%減
⇒簡易な機構による圧倒的な生産の高速化が必要



ターゲット
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出展：NEDO



一般的な搬送・積層方法とその課題
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一般的な搬送・積層方法

• ピック＆プレイスにて
ストッカーより搬送⇒積層

• 積層：2工程以上、タクトタイム1秒以上
• 位置出し⇒センサーによる微調整

課題

• 現状の方法を単純に高速化しても、
タクトタイム0.5秒は不可能

1枚ずつストッカーから取出し、積む

分離 積層ピック＆プレイス

課題：タクトタイム2倍以上短
加工費70％減

簡易な機構を用いた
設備構想の革新が必要



開発テーマ

「燃料電池セルの搬送・積層を超高速化する基本機構の研究開発」
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速く・正確に

運ぶ・積む・整える

どんな種類でも

燃料電池セルを



開発装置イメージ
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非接触式搬送機構

積層機構

• シンプルな機構で高速化
• 最低限のワークへの接触

• 要求タクトタイム、ワークに合わせて微
調整のみで対応可能な汎用性

CONFIDENTIAL

【目標】
1. タクトタイム１秒で100セル以上

連続積層すること

2. 積層したスタックのリーク量が許
容範囲で有ること

3. ２種類以上のセルで検証を行う
こと



開発した機構
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マスターワーク、

実際のセル２種類
にて検証を実施

マスターワーク
SUS板（t=0.4mm)

特許出願済



主な成果①
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• 非接触式搬送機構、積層機構、共にセル及びセパレーターに対して有
効であることが確認された

• 目標としてたタクトタイム１秒にて100セル以上連続積層することに成功
従来比２倍のタクトタイムを達成

１ ２ ３

４ ５ 6



主な成果②
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• 積層したスタックに対してリークテストを行った

• 同じ治具に手で積層したスタック（手組スタック）と機構を用いて積層した
スタック（機械組スタック）を比較し、同等のリーク量を示すことを確認した

手作業と同等以上の積層精度を担保

※代表的な数値のみ記載、リーク量については顧客候補先とのNDA上、具体的数値の記載を控える

クロスリーク量（102セル）H2-Airclose

手組 機械組

リーク量（102セル）Air-H2open

手組 機械組



課題と実用化に向けた取り組み
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実用化に向け、26年4月よりフェーズCにて以下の課題に取り組んでいる
• 300セルへのスケールアップ
• タクトタイム0.5秒へのタクトアップ
• 炭素セパレータ、MEA等の薄膜への適用の検証
• 積層中にセルがスタックする現象の解消
• 搬送速度のバラつき低減

2026 2027 2028 2029 2030

実用化に向けた開発継続

顧客候補への
技術ニーズヒアリング

事業化（目標）



ご清聴、ありがとうございました
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